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第 2 章では，媒介変数曲面の数学モデルの幾何学的な性質および、特徴について述べている D さらに，曲面形状を設
計する際の制約から生ずる問題点を明らかにし，本論文で提案される曲面の数学モデルの理論的背景を述べている。








第 6 章では， 3 次元格子状に配置された制御点から構成される幾何胞体と，それらに対してアフィン変換を施す部
品を 3 次元ウィジェット化することにより，曲面を対話操作により自由形式で変形するツールを構成する手法につい
て述べている。





(1 ) 与えられた点を補間し，局所的な形状の制御が可能なスプライン基底を， B ースプラインの線形和で構成する手
法を提案するとともに，基底の再分割手法を応用して融合曲面を生成する新しい手法を提案している o





(4) 曲面形状を変形するツールとして，幾何胞体とそれらにアフィン変換を施す部品を 3 次元ウィジェットとして構
成する手法を提案している。ウィジェット聞にアフィン変換の拘束条件や階層関係を設定することにより， Freeｭ
form Deformation 法に基づく複雑な変形操作を対話的に行うツールを，画面上での直接操作のみで構築する環境
を実現している。
以上のように，本論文は従来の曲面の数学モデルに改良を加えることにより，形状設計時の操作を簡略かっ直観的
なものに改良し，複雑な形状を柔軟に指定できる環境を構築するのに成功しており，計算機支援幾何設計やコンピュー
タ・グラフィクス・システムのみならず，曲面を扱う学術分野の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は
博士論文として価値あるものと認める o
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